
28 年度実績に関する施策・基本事業評価表 （兼 主要な施策の成果報告書補足資料）

単位

本数 6 (5) 5 (3) 4 (2) 4 (2) 4 (2)

本数 1 (1) 1 (0) 1 (0) 1 (0) 1 (0)

本数 5 (4) 4 (3) 3 (2) 3 (2) 0 (0)

本数 3 (2)

本数

千円

千円

千円

千円

千円

人

時間

千円

千円

円

人

5

施　策　名

基本目標名

＜施策実感度調査結果＞※26年度までは「満足度」

24年度 25年度

関係課名

施策Ｎｏ． 快適な生活環境の保全と向上

主管課名 環境安全課

平成

基本目標№ 豊かな自然と共生したまち

行
　
政

･環境監視体制の充実及び指導、パトロールの強化並びに環境保全や啓発活動を行います。

（
地
域

）

そ
の
他

・関係機関や団体(県、中山間地域協議会、実施隊等）と連携し、生活地域に応じた生活環境の保全等を図るための取組みを行いま
す。

農林水産課、都市計画課、下水道課

施策が目指す
すがた

・公害のない安全で快適な生活環境が保たれています。
・街並みや地域遺産がある景観がきれいに保たれています。
・都市部や中山間地域の環境が快適に保たれています。

施策の成果向上
に向けての住民
と行政との役割

分担や地域等へ
の期待など

事
業
所

・
市
　
民

・環境問題に配慮し、近隣の迷惑にならないように騒音、振動、排水などに留意します。
・空き家、空き地の管理を適切に行います。
・地域住民が協力して、美しい街並みを維持します。

0.700 0.845

＜施策重要度調査結果＞

24年度 25年度 26年度 27年度

35

28年度

26年度 27年度 28年度

0.4520.146 0.3690.193 0.200

0.779 0.7980.614

市民意識
調査結果

　うち基本事業④を構成する事務事業の数（うち自治事務数） －

Ｂ．事業費　（事務事業の事業費合計） － 5,634

27年度実績 28年度実績

Ａ．本施策を構成する事務事業の数 －

　うち基本事業①を構成する事務事業の数（うち自治事務数） －

　うち基本事業②を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

区　　　　　分 23年度実績 24年度実績 25年度実績 26年度実績

－

　うち基本事業③を構成する事務事業の数（うち自治事務数） －

3,254

　うち基本事業②を構成する事務事業の決算額小計 － 1,378 1,017 7,623 683 0

5,136 10,906 4,530 3,969

　うち基本事業①を構成する事務事業の決算額小計 － 4,256 4,119 3,284 3,847

8

Ｄ．事務事業に要する年間総時間 － 1,840 2,440 2,400 2,580 2,500

Ｃ．施策に携わる正規職員数合計 － 11 9 8 8

715

　うち基本事業④を構成する事務事業の決算額小計 －

10,278

Ｆ．トータルコスト　（Ｂ＋Ｅ） － 13,728 15,369 21,423 15,317 14,247

Ｅ．人件費　（Ｄ×１時間あたりの平均人件費） － 8,094 10,233 10,517 10,787

施策の
トータルコスト

334
Ⅰ．トータルコスト　（定義式　：　Ｆ／人口 ）

　うち基本事業③を構成する事務事業の決算額小計 －

250 105 93
Ｇ．事業費　（定義式　：　Ｂ／人口 ）

　同　　　上
円 －

参　考
１時間あたりの平均人件費 － 4,399 4,194 4,382 4,181 4,111

250 241
Ｈ．人件費　（定義式　：　Ｅ／人口 ）

　同　　　上
円 － 310 349 492 355

効率性
指　標

市民１人あたりにおける施策の
円 － 127 117

183 232 241

42,706魚津市の人口（各年度12月末時点） － 44,315 44,036 43,555 43,152
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会計名

一般会計

平成28年度における
主な事業内容（活動内容）

基本事業①の目的（意図）

基本事業名①

【公害防止対策事業】
・日本カーバイド工業(株)魚津工場及びパナソニックセミコンダクターソリューションズ(株)魚津工場の排水検査を実施しました。ま
た、地下水位常時観測（５箇所）、河川水質調査（鴨川、角川、片貝川）、地下水水質調査、自動車騒音常時監視調査、環境騒音
調査等を実施し、環境基準等が守られ、生活環境が良好に保たれていることを確認しました。
・市民からの公害苦情等があった時には、現地調査を行うとともに改善等の指導を行いました。
・平成27年３月に開業した北陸新幹線の騒音に係る「環境基準の類型」「測定」等について協議する『北陸新幹線環境基準連絡
会議』（県生活環境文化部主催）に参加し、平成28年度以降の調査等について協議しました。
・PM2.5や光化学オキシダントの注意報等の発生に備え、県や関係各課等との伝達訓練を実施しました。

身近な生活環境が良好に保たれるように大気汚染、水質汚濁、騒音などを監視し、測定体制の充実を図ります。また、環境
汚染などの未然防止を図るため、事業者への環境保全にかかる指導などを推進します。

公害防止対策の推進

35 施　策　名 快適な生活環境の保全と向上

％

件

河川の水質の調査の結果が環境基準を達成している
割合

典型７公害の苦情受付件数

成果指標名

100

29

単位

37

98

30

100

26

100

目標値（上段）及び実績値（下段）実績値

H22年度

100 100 100 100

100

合　　計

H26年度 H27年度
(中間目標年度)

H28年度 H29年度 H30年度

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ①

施策Ｎｏ．

31

29

H31年度 H32年度
(最終目標年度)

34 33 32

１次評価結果

公害防止対策事業 3,627,000 3,253,700 373,300 Ａ

基本事業①を構成する事務事業の実績（◎：総合計画の主要事業　○：実施計画掲載事業　-：評価対象外事業）

№ 事務事業名
平成28年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円）

0

0

環境安全課

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

3,627,000 3,253,700 373,300

0
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(27,365,000) (26,767,924) (597,076) Ｂ 環境安全課

0

0

基本事業②を構成する事務事業の実績（◎：総合計画の主要事業　○：実施計画掲載事業　-：評価対象外事業）

№ 会計名 事務事業名
平成28年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円） １次評価結果

一般会計 鳥獣被害対策事業(施策４②再掲) (6,244,000) (5,082,812) (1,161,188) Ａ 農林水産課

一般会計 元気な中山間地域づくり支援事業(施策４②再掲) (54,044,822) (54,044,822) (0) Ａ 農林水産課

一般会計

衛生的な住環境を整えるとともに、空き家・空き地対策等を進め快適な生活環境を作ります。また、中山間地域等の農地・水・
環境の保全を図るため、地域の共同活動に支援するなど、地域特性に応じた生活環境の保全を図ります。

【鳥獣被害対策事業】（再掲）
・農作物等に対する鳥獣被害対策（防除、駆除）を農林水産課で一体的に行いました。（農作物被害額：5,942千円→3,275千円）
・10月以降に平野部や民家付近でツキノワグマの目撃等が激増し人身被害の発生が危惧されましたが、実施隊を中心とした素
早い対応により人身への被害はありませんでした。
【元気な中山間地域づくり支援事業】（再掲）
・協定締結した中山間地域の24集落（法指定：16集落、特認：８集落）に対し、不利益を補正するとともに農地等の保全、農業の
継続、有害鳥獣対策、耕作放棄地対策等の活動を行うための交付金を交付しました。（対象農地：3,571,038㎡→3,587,609㎡、交
付額：53,489,262円→53,704,822円）
【空家対策支援事業】（再掲）
・危険老朽空家の解体工事に対して10件の補助金支援を行ない、付近住民が安心できる環境を整備しました。
・空家等の適正な管理の推進に関する協定を、魚津市シルバー人材センターと締結しました。
【し尿収集事業】（再掲）
・家庭や工事現場等の仮設トイレのし尿くみ取りについて、適切に収集し、処理施設への搬入を行いました。

成果指標名 単位

実績値 目標値（上段）及び実績値（下段）

H32年度
(最終目標年度)

野生鳥獣による農作物被害額（再掲） 千円 1,066 4,860 5,940
4,200 4,116

空き家、空き地の苦情受付件数 件
36

(H24年度)
46 57

45 45

水洗化率（再掲） ％ 82.1 83.1 84.5

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ②

施策Ｎｏ． 35 施　策　名 快適な生活環境の保全と向上

快適な住環境の整備

87.2 88.0

基本事業②の目的（意図）

平成28年度における
主な事業内容（活動内容）

基本事業名②

3,110

H31年度

4,610 4,500 4,350

H22年度 H26年度 H27年度
(中間目標年度)

H28年度 H29年度 H30年度

84.7 85.6 86.4

85.3

45 45 45

34

し尿収集事業(施策36②再掲)

空家対策支援事業(施策16①再掲) (5,495,000) (3,086,660) (2,408,340) Ｂ 都市計画課

一般会計

0

0

0

合　　計 0 0 0
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合　　計 1,002,000 715,075 286,925

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

環境安全課

空家対策支援事業(施策16①再掲) (5,495,000) (3,086,660) (2,408,340) Ｂ 都市計画課

0

0

基本事業③を構成する事務事業の実績（◎：総合計画の主要事業　○：実施計画掲載事業　-：評価対象外事業）

№ 会計名 事務事業名
平成28年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円） １次評価結果

予算なし 墓地経営許可・改葬許可事務 0 0 0 - 市民課

一般会計 環境保全啓発事業 343,000 311,148 31,852 Ｂ 環境安全課

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ③

施策Ｎｏ． 35 施　策　名 快適な生活環境の保全と向上

環境美化・保全活動の推進

基本事業③の目的（意図）
団体等の環境保全活動への支援を行うとともに、市民等が主体的、自主的に快適な生活空間や美しい景観を保全するため
の取組みが行われるよう啓発します。

平成28年度における
主な事業内容（活動内容）

【環境保全啓発事業】
・「第22回環境フェスティバル」（平成28年９月24日　ありそドーム）を開催し、企業、団体等による環境美化及び保全活動を紹介
するとともに、市民の環境保全に対する意識の啓発に努めました。また、環境教育として、環境保全ポスターコンクール、グリー
ンカーテン事業（コンテスト含む）、エコライフ指導等を実施しました。
【環境保全活動推進事業】
・市内の環境保全活動に取り組む団体に対し、「環境保全活動支援事業補助金」を交付しました。（２団体に計10万円）
【空家対策支援事業】（再掲）
・危険老朽空家の解体工事に対して10件の補助金支援を行ない、付近住民が安心できる環境を整備しました。
・空家・空地情報バンクを活用して、所有者と利用希望者の契約が10件成立しました。
・空家等の適正な管理の推進に関する協定を、魚津市シルバー人材センターと締結しました。

成果指標名 単位

実績値 目標値（上段）及び実績値（下段）

H31年度 H32年度
(最終目標年度)

環境の保全のための取組を行っている市民の割合 ％
35.9

(H23年度)
39.0 36.2

77.0 80.0

0

基本事業名③

H22年度 H26年度 H27年度
(中間目標年度)

H28年度 H29年度 H30年度

一般会計 環境保全活動推進事業 659,000 403,927 255,073 Ｂ

0

68.0 71.0 74.0

36.6

一般会計
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施 策 評 価 結 果 シ ー ト

施策Ｎｏ．

平成28年度の評
価結果（基本事
業の成果を考慮

し記載）

１．施策（基本事業）の成果水準とその背景

３．施策の課題認識及び取り組み状況

　（前年度末で残った課題、既に現年度で取り組んでいること、又は取り組むこととしている予定を記述）

【①公害防止対策の推進】
◆公害防止のための各種調査、指導等を行っていくとともに、市民等への情報公開に努めていきます。併せて、近年、一般家庭からの灯油漏れに
よる河川等への流入事故が全県的に増加しているため、市民等への注意喚起や防止のための啓発を積極的に行っていきます。また、騒音等の環
境基準達成状況や事業所等の排水基準の遵守について、引き続き検査等を実施していきます。
◆北陸新幹線による騒音等に関しては、県や鉄道運輸機構等と連携を密にし、『北陸新幹線環境基準連絡会議』に参加しながら、その対応や対策
について注視していきます。
◆PM2.5や光化学オキシダントの注意報等の発生に備え、引き続き関係各課等との伝達訓練を実施するとともに、健康への影響を防ぐため、市民
への注意喚起等適切な情報提供に努めていきます。

【②快適な住環境の整備】
◆野生鳥獣による農作物等の被害額は減少しているが、被害地域は拡大しており、対策の強化、充実を図る必要があります。実施隊と行政に加
え、被害発生地域等の住民や農林関係団体とも連携し、対策の強化を図ります。
◆地域の活性化や定住化を促進するために空家利活用等の対策が必要なので、市内空家の所有者に意向調査アンケート等を送付するなど、空
家登録バンク制度の周知をすることで健全な空家の有効利用を図り、空家等対策計画を進めます。
◆老朽空家は解体するより手立てはないので、建物解体を補助金支援の周知も含めて啓発し、解体後の土地の流動化による人口増加に繋がるよ
うに進めます。

【③環境美化・保全活動の推進】
◆成果指標を達成させるためにも、引き続き、環境保全基金の活用による環境保全活動団体への支援、環境フェスティバルの開催、環境教育とし
て環境保全ポスターコンクール、グリーンカーテン事業（コンテスト含む。）やエコライフ指導等の環境保全事業を実施し、市民等の環境保全意識の
高揚に取り組みます。また、環境保全基金の活用による環境保全活動団体への支援について、使途や交付金額の拡大等について検討します。

　（成果水準が、ここ数年の間どのように推移しているか、近隣他市と比較してどうか、住民期待水準と比較してどうかなどを記述）

【①公害防止対策の推進】
◆近年、典型７公害の苦情件数は30件前後で推移しています。平成28年度の公害苦情件数は29件であり、「水質汚濁」が16件、騒音が10件となっ
ています。主な内訳としては、水質は一般家庭からの灯油漏れ事案、騒音は事業所からの作業騒音や北陸新幹線等があげられます。
◆河川の水質については、下水道や合併処理浄化槽が整備、普及されたことや、市民団体等による環境保全活動が行われていることなどから、
環境基準を満たし、水質は保全されています。
◆近年、微小粒子状物質（PM2.5）の飛散が大きな問題となっております。

【②快適な住環境の整備】
◆し尿収集事業については、水洗化率の向上に伴い、し尿収集量は減少傾向にあり、平成28年度は、1,843,200リットルで前年度より5.6％減少して
います。
◆市街地区域では人口の空洞化が進むのと並行して空家も多くなっています。
◆空家空地情報バンク制度は、滑川市は平成18年度から、当市は平成19年度から、黒部市は平成27年度から実施しています。
◆市街地区域では人口の空洞化が進むのと並行して空家も多くなっています。

【③環境美化・保全活動の推進】
◆環境保全活動に関する市民意識調査結果では、「環境保全に取り組む市民の割合」は、平成25年度以降減少傾向にあります（H27：実績
36.2％、達成率55％）。しかし、「今後取り組みたい」と回答した市民が39.7％であり、前年比約5.0％増加していることから、環境保全の意識や必要
性は概ね理解、認識されていると考えられます。

２．施策の成果実績に結びついている主な取り組み（事務事業）の総括

　（平成28年度において、施策及び基本事業の成果向上に貢献した主な事務事業の取組み内容を中心に記述）

【②快適な住環境の整備】
＜鳥獣被害対策事業＞（再掲）
◆農作物等に対する鳥獣被害対策（防除、駆除）を農林水産課で一体的に行うことで、対策活動が適切、迅速に実施されました。（農作物被害額：
5,940千円→3,275千円）
＜元気な中山間地域づくり支援事業＞（再掲）
◆協定締結した中山間地域の24集落（法指定：16集落、特認：８集落）に対し、交付金を交付しました。（対象農地：3,571,038㎡→3,587,609㎡、交付
額：53,489,262円→53,704,822円）これにより、農地等の保全、農業の継続、有害鳥獣対策、耕作放棄地対策が図られました。
＜空き地空き家対策支援事業＞（再掲）
◆当市の危険老朽空家の解体工事に対する支援に係る対象区域を、用途地域内限定から市内全域に拡大したことから、危険老朽空家の解体工
事に対しての補助金支援が２件から10件に拡大し、付近住民が安心できる環境の整備につながりました。
◆不動産業者や各個人から情報提供された空家・空地を市ホームページ上でお知らせしたことや、固定資産税の納付通知書に空家・空地情報バ
ンクのチラシを同封して周知を図るなど、空家空地情報バンクの有効利用の促進に努めたことにより、登録件数が８件から22件に拡大しました。

【③環境美化・保全活動の推進】
＜環境保全活動推進事業＞
◆環境保全基金を活用し、市内の環境保全活動に取り組む２団体に対し環境保全活動支援事業補助金として10万円を交付し、活動の支援を行
い、環境保全意識の高揚に繋げました。

35 施　策　名 快適な生活環境の保全と向上
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施策の方針
（今後の事務の
取組みの参考）

部会評価
（協議結果、今後
の方針及び課題
等について記載）

◆鳥獣被害対策実施隊、被害地域の住民、農林業関係団体と行政の四者連携による総合的な対策を進めていくこと。
◆引き続き、空き家対策について総合的に事業を推進すること。

◆公害防止のため、水質や騒音等の公害監視を継続します。また、微小粒子状物質（PM2.5）などの大気汚染物質についても監視と連絡体制を維
持し、市民へ情報を提供します。
◆快適な住環境の整備のため、空家対策に関する総合的な施策を進めます。
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